
施策評価シート（平成28年度評価実施） 担当部課名 関連部課名

美しい自然を未来につなぐまちづくり【環境・生活基盤】

下水道

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●計画的な下水道事業の整備が進み、良好な住環境が確保されています。

●水洗化率及び普及率が向上することで、河川や海域の水質保全が改善されています。

◆具体化した施策の取り組み実績

1　事業計画区域の整備と事業促進

2　水洗化率・普及率の向上

3　下水道施設の維持管理

4　高度処理方法の推進

施工実施 施工実施

452,105,280円 295,000,000円

放流水処理方法 硝化脱窒法（3段）

包括管理 実施

整備工事費

水洗化率 90.6%

普及率 61.8%

264,454,200円

91.2%

平成27年度実績 平成28年度計画項目 平成26年度実績

平成28年度計画

6 ha

上下水道部

下水道課

上下水道部

下水道浄化ｾﾝﾀｰ

基本目標

施策名

10 ha計画区域整備面積 9 ha

良好な生活環境を確保し河川や海域の水質保全を図るために、計画的な下水道整備及び下水道施設の適切な維

持管理による耐震化・長寿命化、下水道接続及び水洗化の普及啓発などの取組を推進します。

項目 平成26年度実績 平成27年度実績

61.9% 62.2%

項目 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度計画

91.5%

実施 実施

発生資源利用による削減積算電力量 408,450kwh 442,455kwh 682,000kwh

長寿命化計画 施工実施

項目 平成26年度実績

硝化脱窒法（3段） 硝化脱窒法（3段）

平成27年度実績 平成28年度計画

高度処理能力 32,000㎥/日 32,000㎥/日 32,000㎥/日



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

◆指標の分析

実績値

85.1%

指標名 区分 平成26年度

単独公共下水道汚水管渠整備率

平成27年度

100%

実績値

平成28年度 将来目標

目標値

86.5% 100%

92.3% 平成32年度

85.6% 平成32年度

92.3%

100%

実績値

100% 100%

豊川流域関連公共下水道管渠整備率

目標値

92.3%

水質基準達成率

水質基準達成率

目標値

100% 100%

平成32年度

・三河湾の水質浄化促進と生活環境の改善を図るために必要不可欠な事業であり、計画的な事業促進に

より早期の完了を目指す必要がある。

・水質基準達成率100％を維持するため常時適正な管理が必要である。

指標名 説明・考え方

単独公共下水道汚水管渠整備率

累計整備面積／事業計画区域面積×100　（事業計画区域面積 1136ha）

豊川流域関連公共下水道管渠整備率

累計整備面積／事業計画区域面積×100　（事業計画区域面積(海陽町を除く)114ha）

（水質汚濁防止法水質規制基準を守れた日／年間）×100



◆今後の方針

施

策

の

課

題

今

後

の

施

策

展

開

Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

コメント

国の交付金削減等の影響で、西浦地区の整備、処理場・ポンプ場の耐震化、改修工事

などにやや遅れが出ているが、概ね順調に進行している。平成２７年度には、全県域汚水

適正処理構想の見直しを行い、下水道整備区域を市街化区域に限り、１０年間で概ね１０

０％の整備を目指していくこととした。また、下水道事業の経営基盤強化、財政マネジメン

トの向上などを目的とした企業会計への移行も平成３１年度実施に向け、計画通り進んで

いる。

交付金の削減の影響により一部計画に支障が出ているが、概ね計画どおり進行してい

る。処理場・ポンプ場施設の改築更新を平成24年度に策定した長寿命化計画に基づい

て行ってゆくとともに、処理場・管渠施設についての耐震化、管渠施設の老朽化対策を進

めて行く必要がある。

・下水道計画区域の整備を優先に行っているが、老朽化する施設の維持管理も同時に実施していかな

くてはならないため、人員及び費用に苦慮している。

・高濃度汚水の流入やゲリラ豪雨により、下水安定処理が脅かされないための侵入水対策及び排水監

視強化を進めることが重要。

・下水道施設においては耐震基準を満たしていない施設が多く、地震発災の際、人命の安全確保及び

処理機能の確保が困難な状態である。

・下水道浄化センターでは、包括管理委託での民間知識や経験の導入、発生資源の有効利用により、

維持管理経費の削減等適切な運営維持管理に努めているが、継続して適切な運営維持管理に関する

知識と経験を引き継いでいくためにも、水質、電気、機械、建築、土木等の専門的知識をもった人員の

確保が必要。

施策の

進捗状況

部長評価

・平成31年度以降の下水道計画区域の検討が必要になる。又、維持管理体制を充実させるために、施

設の耐震化、昭和40、50年代の老朽管の調査及び再生等を基本とした維持管理基本計画の策定が必

要である。

・下水道施設の耐震化、また長寿命化計画の実施により、安定した水処理機能を図り適切な水質基準

を守る必要がある。

課長評価

構成事業の

進捗状況

Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

施策の

進め方

Ｂ：一部見直しが必要である。

コメント



施策に属する事務事業一覧

4-8

下水道課

373

受益者負担金賦課徴収事業

2,464 5,054 0.80 Ａ

エ

1-4 ○

4-8

下水道課

374

水洗便所改造資金融資あっせ

ん及び利子補給事業

16 1,349 0.20 Ａ

オ

1-4 ○

4-8

下水道課

375

下水道使用料徴収事業

29,562 3,354 0.60 Ａ

ウ

1-4 ○

4-8

下水道課

376

事業場排水水質測定事業

3,087 4,353 0.80 Ｂ

ウ

1-4 ○

4-8

下水道課

377

下水道普及促進事業

578 7,511 1.20 Ｂ

ア

1-4 ○

4-8

下水道課

378

排水設備設置審査事業

9,791 8,513 1.50 Ｂ

エ

1-4 ○

4-8

下水道課

379

単独公共下水道汚水管渠築造

事業

204,965 10,576 1.80 Ｂ

エ

1-4 ○

4-8

下水道課

380

豊川流域関連公共下水道管渠

築造事業

93,047 5,463 0.90 Ｂ

エ

1-4 ○

4-8

下水道課

381

雨水施設築造事業

140,593 5,706 0.90 Ｂ

エ

1-4 ○

4-8

下水道課

382

マンホールポンプ維持管理事

業

9,321 1,249 0.20 Ｂ

ウ

1-4 ○

4-8

下水道課

383

汚水取付管布設事業

31,302 746 0.10 Ｂ

エ

1-4 ○

4-8

下水道課

384

管渠等維持補修事業

63,269 4,509 0.80 Ｂ

ウ

1-4 ○

4-8

下水道課

385

実施設計委託事業

25,484 3,209 0.50 Ｂ

オ

1-4 ○

4-8

下水道課

386

下水道施設管理システム事業

436 4,349 0.70 Ｂ

カ

1-4 ○

4-8

下水道課

387

基本・認可計画策定及び計画

事務事業

5,010 7,147 1.00 Ａ

イ

1-4 ○

4-8

下水道課

（浄化ｾﾝﾀｰ）

388

浄化センター維持管理事業

300,160 7,798 1.30 Ｂ

ウ

1-4 ×

4-8

下水道課

（浄化ｾﾝﾀｰ）

389

浄化センター整備事業

432,147 3,800 0.70 Ｂ

ウ

1-4 ○

4-8

下水道課

（浄化ｾﾝﾀｰ）

390

中水道(下水道再生水)利用事

業

2,660 855 0.15 Ｂ

ウ

1-4 ×

4-8

下水道課

（浄化ｾﾝﾀｰ）

391

城山ポンプ場維持管理事業

27,004 2,089 0.40 Ｂ

ウ

1-4 ×

4-8

下水道課

（浄化ｾﾝﾀｰ）

392

城山ポンプ場整備事業

19,958 855 0.15 Ｂ

ウ

1-4 ○

4-8

下水道課

（浄化ｾﾝﾀｰ）

393

春日浦ポンプ場維持管理事業

6,281 855 0.15 Ａ

ウ

1-4 ×

4-8

下水道課

（浄化ｾﾝﾀｰ）

394

海陽ポンプ場維持管理事業

7,829 855 0.15 Ａ

ウ

1-4 ×

総合

計画

所管課

番号 事　　業　　名

人件費を除く

事業費(千円)

人件費

(参考)

(千円)

人工

総合

評価

事業の

種別

市長

ﾏﾆﾌｪｽﾄ

実施

計画


